
現代語における和語の連濁（１）

　　　　　複合形容詞の連濁

戸　　田　　綾　　子

　　　　　　　　　　　　　　１　調査の目的と方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢
　複合形容詞の連濁率は，先に行なっ た調査により ，『日葡辞書』（以下「日葡」と略す

ことにする），『和英語林集成』（以下「和英」と略す）において，他の連濁率より高い

ものであることがわか った。また，複合動詞の連濁率が他の品詞よりかなり低いという

こともわか ったので，各品詞により ，一語としての熟合度の違いが現われると考えられ

る。 しかし，連濁にはその他にも ，いくつかの条件が影響を与えている 。その条件は ，

中世末期の「日葡」（１６０３－１６０４），明治期の「和英」第三版（１８８６）と ，時代が下るに

つれ，拘束力を弱めているように思われる 。

　そこで，今回は，連濁率の高さで顕著であ った複合形容詞（前回の調査での「日葡」

では全体の平均連濁率が約４６％，複合形容詞が約７３％，「和英」では，全体が５１％，複

合形容詞が６６％であ った）を対象に，現代語における連濁率と諸条件の関係，およびこ

れら三つの時代における連濁率の推移を調査していくことにした。現代語の調査にあた

っては，中型辞書の一つである新潮社の『現代国語辞典』（以下「新潮」と略す）と大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
修館書店の『日本語逆引き辞典』（以下「逆引き」と略す）の二辞書を用いた。「新潮」

については複合語の認定が辞書中においてなされていること ，一般的に使用されている

ことに，また「逆引き」は，一辞書による偏りをなくすためと ，調査の簡便さにより ，

使用した 。
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　調査は，連濁の可能性のある和語の複合形容詞（後項の頭音が清音であるもの）を対　 一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士
象とする。ここでいう和語には，和語と漢語，和語と外来語との混種語を含むことにす　 一

る。 また，¢「～がましい（はれがましいなど）」「～がわしい（みだりがわしいなど）」

などは，濁音を接合部に持つ派生型形容詞であるが，これらはほぽ規則的であり ，連濁

の結果か，はじめから濁音であ ったかという問題が残るため，対象から除外する 。

　「～たらしい（貧乏たらしいなど）」「～ ぽい（男 っぽいなど）」なども ，派生型形容
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詞として，除外する 。

　「複合動詞未然形十しい（腹立たしい
，． 苛立たしいなど）」は，複合動詞の派生であ

ると考え，複合動詞の中で扱うこととする 。

　その他の接辞については，それぞれ接尾辞であるか，接頭辞であるかを項目とするこ

とにする 。

＠また，「ものほしそう」など，全体として他の品詞に入ると思われるものは，各品詞

において扱うこととし，今回は扱わない 。

　なお，「日葡」「和英」については，これまでの調査からこれらの検討を行なっ たため

また項目の見直しを行なったため，前回の「日葡」「和英」の調査と数値の違うところ

がある 。また，語構成においては，複合形容詞一品詞に限ったため，「草木」「のぽりく

だり」のような，構成要素が並列，対立するものはなく ，「うれしはずかしい」「うれし

かなしい」などは，用例として得られなかった 。

　カードは，カード型データベース［アシストカード』を用いた。調査項目は先学の論

文などを参考にし，連濁に影響を与えそうな音声的，語構成上の種々の条件を考慮して

以下の通りとした 。

　　１　語形（辞書の見出しにならっ たもの）

　　　例）あさぐろい，こげくさい

　　２　構成（前項，後項にわけたもの）

　　　あさ十くろい，こげ十くさい

　　３　連濁か否か

　　　 ａ連濁

　　　ｂ非連濁

　　　 ａ－ｂ連濁非連濁両形を持つもの

　　４　語種別構成

　　　 ａ和語十和語

　　　 Ｃ漢語十和語

　　　 ｅ外来語十和語

　　５　語構成

　　　 Ｃ１名詞十形容詞

　　 ｃ２　形容詞語幹十形容詞

　　　 ｃ３動詞連用形十形容詞

　　　 ｃ４擬音語十形容詞



６

７

８

９

１０

１１

Ｃ　ｊ畳語型形容詞

Ｃ　Ｓ　ｔ 接頭辞を含むもの

ｃ　ｓ　ｂ接尾辞を含むもの

　後項濁音など

ａ後項第二抽が濁音

ｂ－ａ 後項第二拍以下に濁音があるもの

ｂ－ｃ 後項第二拍が鼻音

ｂ－ｄ後項第一拍第二拍が長音

ｂ－ｔ 後項第二拍が促音

その組み合わせ

　前項末尾拍の子音

　前項末尾拍の母音

　後項頭子音

　後項頭母音

　拍数（２＋３ ，３＋４など）
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　　１２０前項濁音の位置

　　　直前を１

　　　その前を２と接合部から数えていく

　　同音連続

　イハ十ハニ　連濁該当拍が前項末尾と同音連続になる（「した十たるい」など）

　イロ十ハハ　連濁該当拍が後項第二拍と同音連続になる（形容詞にはないが「なに十

こころ」など）

　イバ十ハニ　連濁該当拍が連濁することによっ て前項末尾と同音連続になる

　イロ十ハバ　連濁該当拍が連濁することによっ て後項第二拍と同音連続になる

　イイ十ハニ　則項末尾に同音連続がある（「みみ十とおい」「きき十つらい」なと）

　イイロ十ハニ　前項の途中に同音連続があるなど（「こころ十つよい」など）

　　則項末尾音の省略（ｒハター十くさい」→ｒハタくさい」なと）　　　　　　　　　 一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七
　１３　以前の辞書との一致　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　 ｎ「日葡」　 Ｗ「和英」第三版 ，

＜カード例＞

１　あさぐろい

２　あさ十くろい



　　３　 ａ（連濁する）

　　４　　 ａ　（矛口言吾十禾口言吾）

　　５　 ｃ－２（形容詞語幹十形容詞）
現
代　６　ｂ（後項の音声特徴は特にない）
語
に　 ７　 ｓ（則項末尾子音）
お

け
る　 ８　 ａ（則項末尾母音）

和
語　ｇ　ｋ（後項頭子音）
の
連　１０　 ｕ（後項頭母音）
濁

（１）１１　２＋３（拍数）

　　１２無マーク（前項の音声特徴と同音連続）

　　１３無マーク（「日葡」「和英」にはない）

　前回の調査との違いは，６の後項第一抽第二拍が長音であるという条件を一つ設けた

こと ，１２の同音連続の分類項目を増やしたこと ，１３の以前の辞書との一致によっ て， 比

較がしやすいようになっ たこと ，また残存しているものがどのくらいか，それらに特徴

的な点があるかということがわかりやすくなっ たこととである 。

２　調査の結果と考察

　　２－１　一次連濁率

　　　これらのデータを算出し，各表にあらわした。その算出は以下の数式による 。

　　　　　　　　　　　連濁数
　　　　　連濁率：　　　　　　　　×１００
　　　　　　　　　全用例数一両形数

　　　ここで得られた連濁率は一次的なデータなので，これを「一次連濁率」と呼ぶことに

　　する 。用例数があまり多くないので，断定的なことはいえないが，多少の傾向を見るこ

　　とのできるところもある 。

　　０表１より全体の連濁率は，時代が下るにつれ約７４％，６６％，６２％と順に低くなっ てい

一　る。一方，ｒ日葡」から三つの時代を通じて残っているものの連濁率は約８８～８９％とか
六

九　なり高い連濁率を維持している。またｒ和英」以降に残 ったものも ，現代語の中では約

　　７２％と高い連濁率となっ ている 。つまり ，残存している形容詞は，連濁率が高いという

　　 ことになる。ちなみに，残存率は，「日葡」から「和英」で１５ ．８５％，「日葡」から現代

　　語で１０９９％，「和英」から現代語で３５５３％である。他品詞よりもこの残存率が高けれ

　　ば，形容詞の連濁率の高さの一要因と言えるかもしれない 。



表１　一次連濁率一全体 ・残存 表３　一次連濁率　語構成

日葡辞 和英語 現代語 日葡辞 和英語 現代語

日葡辞書 用例数 ６４ ２６ ３０ Ｃ１ ４１ ７４ １４４

両形数 ２ ０ １
名詞十形容詞 ２ ２ ４

連濁数 ４６ ２３ ２６ ２７ ５０ ８７

連濁率 ７４ ．１９ ８８ ．４６ ８９ ．６６ ６９ ．２３ ６９ ．４４ ６２ ．１４

和英語林集成 用例数 １６４ ９７ ｃ２ ６ ７ ２３

両形数 ２ ３
形容詞語幹十 ０ ０ １

形容詞
連濁数 １０７ ６８ ６ １ １１

連濁率 ６６ ．０５ ７２ ．３４ １００ １４ ．２９ ５０

現代の和語 用例数 ２７３ ｃ３ ８ ２２ ３９

両形数 ５
動詞連用形十 Ｏ Ｏ ０

形容詞
連濁数 １６６ ７ ２０ ３３

連濁率 ６１ ．９４ ８７ ．５ ９０ ．９１ ８４ ．６２

ｃ４ １ Ｏ ６

表２　一次連濁率一語種別構成
音象徴語十形 ０ １ Ｏ

日葡辞 和英語 現代語 容詞
１ Ｏ ３

和語十和語 用例数 ６３ １６０ ２３７

１００ Ｏ ５０

両形 ２ ２ ５

Ｃ　Ｓ　ｔ ８ ３５ ４１

連濁数 ４５ １０４ １４５

接頭辞を含む ０ Ｏ Ｏ

連濁率 ７３ ．７７ ６５ ．８２ ６２ ．５

６ ２０ ２１

漢語十和語 用例数 １ ４ ３５

７５ ５７ ．１４ ５１ ．２２

両形 Ｏ ０ ０

ｃ　ｓ　 ｂ ２ １４ ３３

連濁数 １ ３ ２１

接尾辞を含む ０ ０ ０

連濁率 １００ ７５ ６０

２ ９ １６

外来語十和語 用例数 Ｏ ０ １
１００ ６４ ．２９ ４８ ．４８

両形 ０ ０ ０
Ｃ　ｊ ６ ２６ ２４

連濁数 Ｏ ０ ０
畳語語幹形容 ０ Ｏ ０

連濁率 Ｏ ０ Ｏ 詞
５ １５ １６

合計 用例数 ６４ １６４ ２７３

８３ ．３３ ５７ ．６９ ６６ ．６７

両形 ２ ２ ５

連濁数 ４６ １０７ １６６

連濁率 ７４ ．１９ ６６ ．０５ ６１ ．９４

表２　一次連濁率　語種別構成
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　表２の語種別構成では，後項が和語以外のものは見られないこと ，用例数自体があま

り多くないことから，和語十和語の形のものがそのほとんどを占めている。漢語十和語
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のものには「縁遠い」「辛抱強い」などがある 。

　表３からは，名詞十形容詞というかたちのものが多く ，それは当然ながら平均的な連

濁率を示していることがわかる。また，動詞連用形十形容詞のものに意外に連濁するも

のが多いことがわかる。ただし，これらの中には「えがたい」「はなしづらい」などの

連濁することの多い接尾辞的なものが多く ，名詞十形容詞のものには，「ふんべつくさ

表４　一次連濁率後項濁音など　　　　　　　　　い」ｒけちくさい」などの連濁するこ

日葡辞 和英語 現代語

後項第二抽が 用例数 ４ １８ ２２

濁音
両形 ０ Ｏ Ｏ

連濁数 ０ Ｏ Ｏ

連濁率 ０ Ｏ Ｏ

第三拍より後 用例数 ２ ３ ３

に濁音
両形 Ｏ ０ Ｏ

連濁数 Ｏ ０ Ｏ

連濁率 ０ Ｏ Ｏ

第二抽が鼻音 用例数 １ ９ １４

両形 Ｏ Ｏ Ｏ

連濁数 ０ ６ ７

連濁数 ０ ６６ ．６７ ５０

第二，第三拍 用例数 ３ ８ ８

が長音
両形 Ｏ ０ ０

連濁数 ３ ８ ７

遵濁率 １００ １００ ８７ ．５

第二拍が擾音 用例数 Ｏ ０ １

両形 Ｏ Ｏ Ｏ

連濁数 Ｏ Ｏ １

連濁率 ０ Ｏ １００

その他 用例数 ５４ １２６ ２２５

両形 ２ ２ ５

連濁数 ４２ ９３ １５１

連濁率 ８０ ．７７ ７５ ６８ ．６４

合計 用例数 ６４ １６４ ２７３

両形 ２ ２ ５

連濁数 ４５ １０７ １６６

連濁率 ７２ ．５８ ６６ ．０５ ６１ ．９４

との少ない接尾辞的なものが多いとい

うことも考慮する必要がある 。

　また畳語型形容詞（「すがすがしい」

「けばけばしい」「はなばなしい」な

ど）の連濁率が畳語型名詞と違 って高

くないことも問題となるが，これには ，

後項の第二拍およぴその後に濁音があ

る場合，連濁を起こさないというライ

マンの法則（ｒえはがき」ｒねふだ」な

どは連濁しないが，「和英」において

は「Ｄａｍｂａｓｈ１ｇｏ（段梯子）」「Ｆｕｍｈａ－

ｔａｇａｍ（踏んはたがる）」なとの例外

が出現している。）が関係しているこ

とも考えられる 。また，接尾辞につい

ては，動詞連用形十形容詞のものだけ

が連濁を起こし，その他のものは連濁

を起こしていないこともわかった 。

＠表４からはライマンの法則が守られ

ていることがわかる。また，鼻音は用

例数が少ないこともあり ，時代によっ

て大きく違うため形容詞においてはあ

まり問題にできない。ところが，今回

たてた項目の一つである長音（ｒまわ

りどおい」「えんどおい」「まちどおし

い」「みみどおい」「こうごうしい」

「そうぞうしい」など）はかなりの高



さで関係して見える 。しかし，形容詞の場合，用例数の少ないこともあ って同一後項で

ある可能性が高いので，類推による結果の高さとも考えられる 。長音が連濁を誘引する

かどうかは，他の品詞においても調査する必要があるのではないだろうか 。

＠前項末尾の子音，母音についての表は省略するが，援音，長音に続くもの（「かんだ

かい」「しゅうねんぶかい」「けいさんだかい」「しんぼうづよい」「めんどうくさい」な

ど）は１２例中８例，９例中５例しかなく ，連濁率も ，約６７％，５６％と期待したほど高く

なか った。これは，「日葡」「和英」においては，全体的に高かったものであり ，意外な

結果といえる 。形容詞だけの問題なのか，現代語全体にいえることなのか，注目に値す

表５　一次連濁率一拍数 ・日葡辞書 一次連濁率一抽数 ・現代国語

十２ 十３ 十４ 十５ 十６ 合計 十２ 十３ 十４ 十５ 合計

１＋ １ １８ ３ Ｏ ０ ２２ １＋ Ｏ ４５ １２ ４ ６１

Ｏ Ｏ ０ ０ ０ Ｏ Ｏ ０ ０ ０ ０

１ １６ ３ ０ Ｏ ２０ ０ ４２ １１ ３ ５６

１００ ８９ １００ ０ ０ ９１ Ｏ ９３ ９２ ７５ ９２

２＋ ３ ２１ ９ ３ １ ３７ ２＋ １ ８７ ５６ １２ １５６

０ ２ ０ ０ ０ ２ ０ ５ ０ ０ ５

１ １３ ６ ２ ０ ２２ １ ４２ ３２ １ ７６

３３ ６８ ６７ ６７ ０ ６３ １００ ５１ ５７ ８． ３ ５０

３＋ ０ ２ ２ Ｏ ０ ４ ３＋ ０ ２９ ４ ０ ３３

０ ０ Ｏ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｏ

０ ２ ２ ０ ０ ４ ０ ２０ １ ０ ２１

Ｏ １００ １００ ０ Ｏ １００ ０ ６９ ２５ ０ ６４

４＋ ０ １ ０ ０ ０ １ ４＋ ０ ２２ ０ ０ ２２

０ Ｏ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ Ｏ ０ ０ ０ １２ ０ ０ １２

０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｏ ５５ ０ ０ ５５

合計 ４ ４２ １４ ３ １ ６４ ５＋ ０ １ ０ ０ １

０ ２ ０ ０ ０ ２ Ｏ ０ Ｏ Ｏ ０

２ ３１ １１ ２ Ｏ ４６ ０ １ ０ ０ １

５０ ７８ ７９ ６７ ０ ７４ ０ １００ ０ ０ １００

合計 １ １８４ ７２ １６ ２７３

０ ５ Ｏ ０ ５

１ １１７ ４４ ４ １６６

１００ ６５ ６１ ２５ ６３
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六

五

る。

　また則項末尾の母音では「ｕ」の用例数が少なく ，現代語の「ａ」「Ｏ」に続く連濁

率が低くなっ ているように感じられるが，他の品詞との比較をまたなければならない 。

＠遵濁該当拍については表５のように子音「ｓ」の連濁率が他の子音より低いこと（こ

れは連濁現象全体の傾向と一致している），「ｋ」の連濁率が低下しつつあることなどが

わかる 。

¢表６の拍数の表より ，前項が一拍のものは連濁率が高く ，二拍のものは他より低くな

っている。一拍のものには，接頭辞が多い（「かぐろい」「かぽそい」など）こともあり ，

表６　一次連濁率一後項頭子音

日葡辞 和英語 現代語

ｋ 用例数 ２２ ６７ １２７

両形 Ｏ ０ ０

連濁数 １９ ４３ ６７

連濁率 ８６ ．３６ ６４ ．１８ ５２ ．７６

Ｓ 用例数 １１ ２６ ３２

両形 ０ ０ １

連濁数 ５ １３ １６

連濁率 ４５ ．４５ ５０ ５１ ．６１

ｔ 用例数 １７ ３３ ５７

両形 ２ Ｏ ２

連濁数 １１ ２８ ４０

連濁率 ７３ ．３３ ８４ ．８５ ７２ ．７３

ｈ 用例数 １４ ３８ ５６

両形 Ｏ ２ ２

連濁数 １１ ２３ ４３

連濁率 ７８ ．５７ ６３ ．８９ ７９ ．６３

用例数 ０ ０ １Ｃちゃ

両形 ０ ０ ０

連濁数 ０ ０ ０

連濁率 ０ Ｏ ０

合計 用例数 ６４ １６４ ２７３

両形 ２ ２ ５

連濁数 ４６ １０７ １６６

連濁率 ７５ ．１９ ６６ ．１５ ６１ ．９４

一次連濁率一拍数 ・和英語林集成

十２ 十３ 十４ 十５ 合計

１＋ Ｏ ４０ ９ １ ５０

０ ０ ０ ０ Ｏ

０ ３６ ８ ０ ４４

Ｏ ９０ ８９ ０ ８８

２＋ ０ ４７ ４７ ８ １０２

Ｏ ２ ０ Ｏ ２

０ ３０ ２４ １ ５５

Ｏ ６７ ５１ １３ ５５

３＋ １ ９ ２ ０ １２

Ｏ Ｏ ０ Ｏ ０

０ ７ １ Ｏ ８

０ ７８ ５０ Ｏ ６７

合計 １ ９６ ５８ ９ １６４

Ｏ ２ Ｏ ０ ２

Ｏ ７３ ３３ １ １０７

Ｏ ７８ ５７ １１ ６６



表７　二次連濁率一全体 ・残存

日葡辞 和英語 現代語

日葡辞書 用例数 ５８ ２４ ２８

両形数 ２ Ｏ １

連濁数 ４６ ２３ ２６

連濁率 ８２ ．１４ ９５ ．８３ ９６ ．３

和英語林集成 用例数 １４３ ８４

両形数 ２ ３

連濁数 １０７ ６８

連濁率 ７５ ．８９ ８３ ．９５

現代国語 用例数 ２４８

両形数 ５

連濁数 １６６

連濁率 ６８ ．３１

決まっ た型のものが多いため，連濁率が高くな

っているのではないかと思われる 。

＠前項濁音については，用例が少ないこともあ

り， 連濁しにくいとはいいきれない。現代語で ，

直前が２０例中，両形あるものが２例，連濁する

ものが４例で，連濁率が２２％であ った。なお ，

この中には後項第二音節が濁音になる畳語型形

容詞が１３例含まれており ，これらを除くと連濁

率はぐっと高くなる 。

　同音連続についてはその用例数の少なさから ，

判断はできなかった 。

２－２　二次連濁率

　２－１で得られたものの中から ，規則的なラ

イマンの法則にあたるもの，後項第二拍以降に

濁音があるものを除去して，さらに連濁率を求

表８　二次連濁率語構成

日葡辞 和英語 現代語

ｃ１ ３７ ６６ １３１

名詞十形容詞 ２ ２ ４

２７ ５０ ９６

７７ ．１４ ７８ ．１３ ７５ ．５９

ｃ２ ２ ７ １６

形容詞語幹十 Ｏ ０ １

形容詞
２ １ １２

１００ １４ ．２９ ８０

ｃ３ ８ ２２ ２４

動詞連用形十 Ｏ Ｏ Ｏ

形容詞
７ ２０ １９

８７ ．５ ９０ ．９１ ７９ ．１７

ｃ４ １ Ｏ ４

音象徴語十形 ０ ０ Ｏ

容詞
１ Ｏ ２

１００ ０ ５０

Ｃ　Ｓ　ｔ ６ ２７ ３２

接頭辞を含む ０ ０ ０

６ ２０ ２１

１００ ７４ ．０７ ６５ ．６３

ｃ　ｓ　 ｂ ２ １４ ３３

接尾辞を含む
Ｏ Ｏ ０

２ ９ １６

１００ ６４ ．２９ ４８ ．４８

Ｃ　 ｊ ６ ２０ １７

畳語語幹形容

詞
０ ０ ０

５ ユ５ １６

８３ ．３３ ７５ ９４ ．１２
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四

める 。これを二次的なものであるという意味で二次連濁率と呼ぶ。傾向としては以下の

通りである 。

＠表７の全体の連濁率は，非連濁のみを除去したので当然高くなるはずで，それぞれ７



　　～９％ずつ高くなっ ているが，現代語では６９％と「日葡」の８２％ほどの高さにはならな

　　い。ところが「日葡」から続いて残存していると思われる用例の連濁率は，「和英」，現

　　代語ともに約９６％であり ，ほとんど連濁するといっ ていいくらい高い。もちろん，これ
現
代　らの数値は，用例数の少なさから信用度はあまり高くないが，偶然とはいいきれないで
語

に　あろう
。

お

け
る　＠拍数についても ，前項が一拍のものはさらに連濁率が９５％，９４％，９６％と高くなっ て

和
語　いる 。（表は省略する 。）

の

連　＠語構成については表８より ，動詞遵用形十形容詞が連濁しやすいことがわか った。そ
濁

（１）れに関連してか，「ｉ」「ｅ」の母音の後の連濁率が現代語では高くなっ ている 。畳語に

　　ついては，一次連濁率のところでの予想通り ，ライマンの法則にあたるものを除いた結

　　果はかなりの高さの連濁率となり ，現代語において連濁しないものは，音象徴語語幹と

　　考えられる「つやつやしい」一例であ った 。

　　＠形容詞においてだけ言えることであるかもしれないが，後項頭子音「ｋ」の連濁率が

　　低くなりつつあることがわかる。また，「日葡」「和英」全体の調査では「ｋ」より低か

　　 った「Ｓ」が低くなりつつあるとはいえ，平均より高い連濁率を示したこと（＠参照 ，

　　一次連濁率ではｒ　Ｓ」の方が低かった。）などがわか った 。

　　＠後項頭母音についても ，一次連濁率と同様に辞書ごとの違いも見られ，傾向とさえい

　　えるようなものがないということがわかった 。

　　 ２－３　三次連濁率　　　　　　　　　表９　三次連濁率一全体 ・残存

　　　二次連濁率から，さらに接尾辞を含

　　むものおよび畳語型形容詞を除いて算

　　出したものが三次連濁率である。用例

　　数がさらに少なくなることもあるので ，

　　ここでは顕著なものについてのみ述べ

　　ることにする 。

一　　まず接尾辞を含むものには，連濁す
六

二　るものも ，連濁しないものもあるが，

　　「和英」，現代語においては，連濁率が

　　低く ，そのため，三次連濁率を下げる

　　働きをしている。全体的には，二次連

　　濁率と大きな違いはないものと考えら

日葡辞 和英語 現代語

日葡辞書 用例数 ５０ １４ １８

両形数 ２ ０ １

連濁数 ３８ １３ １６

連濁率 ７９ ．１７ ９２ ．８６ ９４ ．１２

和英語林集成 用例数 ８１ ５６

両形数 ２ ３

連濁数 ６２ ４５

連濁率 ７８ ．４８ ８４ ．９１

現代国語 用例数 １５４

両形数 ５

連濁数 １１３

連濁率 ７５ ．８４



れるし，用例数がいっ そう減少することもあ って，断定的なことは言えないが，「日葡」

に対して，後のものは接尾辞を除くことにより ，さらに連濁率を上げることがわか った 。

全体の結果は表９の通りである 。

＠全体的に連濁率が上がり ，その時々でも７５％以上の確率で連濁することがわか った 。

また，前回行 った「日葡」「和英」全体の比較では，連濁率そのものは時代を下るにつ

れて上がっているのに，非連濁規則を除くと逆に下がってしまう現象が見られた（規則

の崩壊と ，類推率の増加が原因と考えている）が，形容詞に関しては，まるでそのよう

な現象が見られない 。
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表１０　後項別分類

後項 現代 和英 日葡 後項 現代 和英 日葡 後項 現代 和英 日葡

くさい ４１ １２ ３ きたない ７ ４ ０ はやい ５ ６ ４

０ ０ ０ ０ ０ Ｏ ０ ０ ０

１ ４ １ ６ ３ ０ ５ ６ ４

２． ４ ３３ ３３ ８６ ７５ ０ １００ １００ １００

ふかい ２３ ８ ３ くらい ６ ５ １ からい ５ １ ０

２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ Ｏ Ｏ

２１ ５ ３ ６ ５ １ ３ Ｏ ０

１００ ８３ １００ １００ １００ １００ ６０ Ｏ Ｏ

かたい １８ ７ ４ くろい ６ ４ １ たるい ５ １ Ｏ

０ Ｏ ０ ０ ０ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

１８ ７ ４ ６ ４ １ ３ Ｏ ０

１００ １００ １００ １００ １００ １００ ６０ Ｏ ０

たかい １６ ６ ３ つらい ６ ３ ０ はずかしい ４ ４ ０

２ ０ ０ Ｏ ０ ０ Ｏ ０ ０

１０ ６ ２ ６ ３ ０ ０ ０ ０

７１ １００ ６７ １００ １００ ０ Ｏ ０ ０

くるしい １３ ７ ３ さむい ６ Ｏ ０ かるい ４ ２ １

７ ４ ３ ０ ０ Ｏ ０ Ｏ ０

０ Ｏ Ｏ ２ ０ ０ ４ ２ １

５４ ５７ １００ ３３ ０ ０ １００ １００ １００

つよい ８ ６ ２ とおい ５ ７ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ６ ２ ４ ７ ３

１ＯＯ １００ １００ ８０ １００ １００



　　２－４　後項による調査

　　　さらに，形容詞の場合，用例の少ないこともあ ってか，後項の種類が少ないために ，

　　類推による連濁の類型化があるのではないかと考えられるので，後項による調査も行 っ
現

代　た。結果は表１０（現代語で４例以上あるものに限った）の通りである 。

語

量　　 これで見てもわかるように形容詞においては，後項になるもの白体が少なく ，かなり

け
る　規則的に行われているものがある。一番多かった「くさい」において，唯一連濁するの
和
語　はｒなまぐさい」であり ，接辞的であろうがなかろうが連濁しにくい傾向がある 。また
の

連　ｒかたい」は，ｒ口堅い」ｒ義理堅い」などのものも含め，ほとんどが連濁を起こしてい
濁

（１）　る
。

　　　つまり ，後項は

　　１ほとんど連濁するもの　「ふかい」「つよい」「くらい」など

　　２ほとんど連濁しないもの　「はずかしい」「さびしい」など，ライマンの法則にかなう

　　もの，「くさい」のような接尾辞的に固定化しつつあるもの，「きみわるい」のように長

　　いもの

　　３どちらでもないもの　ｒたかい」ｒくるしい」ｒからい」などの３つに分けられる 。

　　　ただし，この３の中には，「さむい」のような，濁音との交替形「さぶい」を持って

　　いたものもあるが，これは本来連濁しなかったものが「さぶい」という交替形を忘れつ

　　つある途上であるということを示しているのかもしれない 。

３　結論

　　　用例数が少なく ，後項に同じ形容詞があるものが多いため，辞書の取り方によっ てず

　　いぶん差が出ていることと思うが，今回の調査でわかったことは以下の通りである 。

　　１）ライマンの法則は，現代語の複合形容詞においても有効であ った 。

　　２）古くから残っている語は，連濁するものが多い 。

　　３）前項が一拍のものは連濁しやすい 。

　　４）前項の末尾に，援音，長音があるものは連濁しやすい 。

一　５）他品詞よりやはり高い連濁率を持っていると推定される 。（現代語の他品詞の調査

一　が必要）

　　６）連濁率は，一次連濁率も二次連濁率も時代とともに低下の傾向にある。連濁全体と

　　逆行するものである 。

　　７）用例の偏りがあり ，後項の形容詞により連濁率が左右されやすい。接尾辞による影

　　響が大きく ，それらを全て別に扱うべきかもしれない 。



８）「い」型と「しい」型とに分けて見てみたが，量的に「い」型が圧倒的に多くなり ，

連濁との関連はわからなか った 。

　また，これを前回行なっ た「日葡」と「和英」の全体の調査結果と比較してみると以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現
下のことがいえるであろう 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語
ア）複合形容詞の連濁率は全て，全体の連濁率に比べてかなり高くなっ ており ，二次

，　 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
三次連濁率においても同様である。これは複合形容詞の，一品詞としての熟合度という　２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和
ことになるであろう 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …五

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
イ）連濁忌避のライマンの法則に関しては同じように忌避する 。ただし，他の品詞では，連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濁
例外がいくつか現われており ，非連濁の規則も崩壊過程であると思われるが，形容詞に　 （１）

それがないのは，複合形容詞の辞書記載が少ないことからの偶然かもしれないし，また

形容詞の保守性に求めることができるのかもしれない 。

ウ）接辞を含むものは，前回は忌避する傾向にあるものとしてあげられていたが，複合

形容詞においては平均的な値を示している 。これは，規則的に連濁を起こしやすい接辞

があるためではないかと考えられる 。

工）拍数に関しては後項の多いものが，連濁しにくいという傾向があ ったのに対し，同

じような傾向は見られず，ただ，前項が一拍のものは連濁しやすいという傾向を見せて

いる 。これは，前回の調査ではなかったことであるが，複合形容詞に現われる一拍の接

頭辞に特殊な性格があるのかもしれない 。

オ）連濁該当音節がサ ・シャ ・チャ 行音であるものについては，前回はやや連濁しにく

いものとしてあげたが，複合形容詞では，まるで逆になっ ており ，かなり連濁率が高く

なっ ている 。これは，複合形容詞の場合，後項になるものに偏りが見られたためではな

いかと考えられる 。

カ）前項末尾音が援音，長音であるものは，用例数が少ないものの，やはり違濁しやす

いと見られる 。

　これらのことからいえることは，音声的で顕著な条件は，複合形容詞の連濁において

もその他のものと同様に影響するが，その他の条件は，品詞によっ てそれぞれ違いを持

っているのではないかということである。もちろん，それには複合形容詞全体の連濁率　 一

が， その他の平均に比べ，非常に高いこと ，それに対して複合動詞の連濁率が非常に低　 ○

いことから考えられる一語としての熟合度の違いということも含まれる 。

　また，複合形容詞の連濁率についての三つの時代による変化はあまり大きくなく ，他

のものより保守的であるとも考えられ（他品詞との残存率を比較する必要があるが）
，

複合形容詞そのものが他の品詞より変化の少ないものという見方もできるのではないか 。



　　　なお，これらは，用例数が少ないこともあり ，他品詞との比較を必要とすることも多

　　い。また，いつもながら ，接尾辞の問題，一語としての認定なとの問題があり ，断定的

　　に取り扱うことのできないものも多いため，接尾辞を全部入れた場合，一部入れた場合 ，

現
代　全く入れない場合など，段階的な捉え方が必要なのではないかと感じさせられた・なお
語
に　今後は，複合動詞，複合名詞の連濁，およびそのアクセントとの関係についても調査 ・

お

９比較をしていくつもりである
。

和
語
の

連　　　注
濁
　　　　０　「和語の非連濁規則と連濁傾向一丁日葡辞書」と［和英語林集成』から　　」（胴志社国
（１）

　　　　　文学’第３０号）

　　　　＠ ．二辞書のそれぞれの用例数，連濁率は，および共通の用例，異なりの用例は次の表の通りで

　　　　　ある。共通にあげられているものは，一語としての認定がしやすい，熟合度の高いものと考え

　　　　　 られ，連濁率も多少高くなっ ているが，それぞれが別に取り上げているものは連濁率が低くな

　　　　　っていることが注目される 。

辞書名 新潮 共通 異なり

用例数 ２２７ １７９ ４８新潮社

代国語 両形 ５ ４ １

連濁数 １３９ １１２ ２７

連濁率 ６２ ．６１ ６４ ５７ ．４５

用例数 ２２５ １７９ ４６大修館逆引き

両形 ４ ４ Ｏ

連濁数 １３９ １１２ ２７

連濁率 ６２ ．９ ６４ ５８ ．７
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